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東京証券取引所による当社株式の上場廃止の決定 

及び整理銘柄への指定に関するお知らせ 

 

本日、東京証券取引所より、平成２３年９月２日付をもって当社株式を整理銘柄に指定し、１ヶ月後の平成２３年１０月

３日付で上場廃止となる旨の通知を下記のとおり受けましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．上場廃止及び整理銘柄指定 

（１）銘 柄  株式会社Ｃ＆Ｉ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ 株式 

（コード：９６０９  市場区分：市場第二部） 

 

（２）整理銘柄指定期間  平成２３年９月２日（金）から平成２３年１０月２日（日）まで 

 

（３）上 場 廃 止 日  平成２３年１０月３日（月） 

（注）速やかに上場廃止すべき事情が発生した場合は、上記整理銘柄指定期間及び上場

廃止日を変更することがあります。 

 

（４）条 文  有価証券上場規程第６０１条第１項第１１号ｂ 

（四半期レビュー報告書において「結論の表明をしない」旨が記載され、かつ、その影響が

重大であると認められるため） 

 

（５）理 由  株式会社Ｃ＆Ｉ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ（以下「同社」という。）の平成２３年１２月期の 

第２四半期の連結財務諸表について、監査法人は「結論の表明をしない」旨を記載し

た四半期レビュー報告書を提出しました。 

同社は、監査法人から「期限の利益を喪失した借入金の借入先である株式会社整理回

収機構（以下「同機構」という。）との金融支援の交渉が難航しており、その帰趨が

予測し得ない」ため、「四半期レビューに関する実務指針」の「継続企業の前提に関

連して、将来の帰結が予測し得ない事象や状況の四半期財務諸表への影響が複合的で

多岐にわたる場合」に該当するとの判断が下され、結論を表明しない旨の四半期レビ

ュー報告書を受領しました。 

同社によると、同社の同機構からの借入金残高は４,３９３百万円と連結負債総額５,

５５８百万円の大半を占めています。また、前連結会計年度から引き続き平成２３年

１２月期第２四半期も債務超過であり、連結債務超過額が３,４７３百万円の状況に

あります。このような状況の中、同社は、同機構と金融支援に関する交渉を図ること 
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を掲げ、同機構との間でその方策を模索していましたが、継続企業の前提に重要な疑

義を抱かせる事象又は状況の解消に向けて実施した取組みについて同機構から認め

られず、同機構より強硬な姿勢が示され、その後、債務の全額弁済することを求める

催告書を受領するに至り、同機構との交渉再開の目処が立っていません。 

これらの状況を踏まえると、同社株式については、投資者の投資判断の基礎となる重

要な情報が適正に開示されている状況とは到底認められず、これをそのまま放置する

とすれば証券市場への信頼を著しく毀損するものであり、その影響が重大であると認

められます。 

 

以上 
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